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序
公民権運動が最盛期を迎えた 60 年代にその青春を過ごし、70 年代に台頭し始めた黒人女性文学を代
表する作家の一人、アリス・ウォーカー（Alice Walker）は、自らの自己形成の核心をなした公民権運動を、
“a historic, profoundly revolutionary movement for human change”（“Silver Wrights” 336）と述べている。白
人による、黒人への歴史的な搾取と暴力という社会構造に対する大変革の時代、彼女にとって、公民権
運動とは、単にアメリカ社会に巣食う人種差別に対する黒人の戦いという枠を超えた、人間の変革に対
する、真に歴史的で革命的な社会運動であった。
だが、そのような激動の時代に彼女が立ち向かってゆかねばなかったのは、単に「人種差別」だけで
はなく、黒人女性が置かれた「人種差別」と「性差別」という、二重の抑圧構造であった。
I am preoccupied with the spiritual survival, the survival whole of my people. But beyond that, I am 
committed to exploring the oppressions, the insanities, the loyalties, and the triumphs of black women. ( In 
Search 250)
自身のエッセイ In Search of Our Mothers' Gardens において、ウォーカーはこのように述べている。こ
の言葉が示す通り、ウォーカーは、白人による黒人への歴史的な差別とアメリカ的な搾取構造の暴力を
描いてきた黒人文学にそれまで抜け落ちていた、性差別という、黒人社会内部の抑圧構造に光を当てた
作家だった。
しかし、そのような黒人女性たちの苦難を描くこととは、長年人種差別に対する過酷な戦いを強いら
れてきた黒人というアイデンティティにおいて、その受難者としての正統性を脅かし得る「自己矛盾」を、
自ら告白する行為でもあった。そして更に、このような黒人男性への内部告発ともいえる態度は、黒人
が強いられている人種差別に対する抵抗の姿勢を分裂させる危険性をはらむ挑戦を、自らの戦いのうち
に担って行こうという姿勢でもあった。逆に言えば、黒人女性が、自らの真の自由と尊厳を手に入れる
ためには、必然的にそのような痛手を引き受けることを強いられていたのである。その中で、黒人女性
のブラック・フェミニズムは、反人種主義、反女性差別の立場から、更に、人種差別や性差別を越え、
その根本原因である資本主義や帝国主義が生み出す搾取構造に対抗する姿勢を示し、迫害や抑圧の構造
に対するより広範で根源的な抵抗と、そのための人々の連帯の可能性を模索してゆく態度を提示するｉ。
作家アリス・ウォーカーは、その運動に対し、新たに “Womanism” という呼称を与えた。白人中
産階級中心の従来のフェミニストたちと区別し、自らを Womanist と称した彼女は、その定義を、“A 
black feminist or feminist of color./ Committed to survival and wholeness of entire people, male and female. Not a 
separatist…Traditionally universalist ....” と定め、従来のフェミニズムとの関係を、“Womanist is to feminist 
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as purple to lavender” と位置付けている（In Search xi）。
ウォーカーは、それまでの黒人文学にはなかった自己反省の鋭い眼差しにより、自己正当化の願望を
厳しく律し、被抑圧集団に潜んでいる、「抑圧している共同体よりも抑圧されている共同体の方が価値
が高い」という抜けがたい主張や、「自分たちのなかにこそ真の正統性がある」（ヤマグチ 282）という
誘惑を撥ね退け、いわばその「自己性」を傷つけ得る危険を伴う「自己矛盾」と向き合い、それまでタブー
視されてきた黒人社会の恥部を勇敢に描きだそうとしたと言える。彼女が、人種差別のみならず、黒人
女性として、自らの属する共同体である黒人社会内部の抑圧を暴き出し対抗していく戦いの先に見出し
たのが、このウーマニズム思想であり、そしてそれは、あらゆる社会構造の中で共通して抑圧のもとに
置かれている人種を越えた女たちの連帯と、人間の自由と尊厳に対する脅威への抵抗、そして人種や国
境など、様々な差異を越えた、「共存」の可能性への展望だったのである。
では、「人種」という他者を内包したアメリカという共同体において、人種差別という圧倒的な「他
者排除の力学」のもとで、更に性差別という二重の排除と搾取体制の犠牲を社会構造の底辺で長年強い
られてきた黒人女性たちが、その抑圧構造への抵抗という戦いにおいて、「被抑圧者」としての自己の
アイデンティティを脅かす危険を顧みず、その痛みを引き受けながら、自己の獲得過程で自らの「自己
矛盾」に進んで目を向けて行こうとした態度は、「共同体」存続へ向けて、あらゆる差異を越えたより
普遍的な「共存」の実現のために、一体どのような根源的な可能性を示しているのだろうか。
社会変革と「自己矛盾」への対峙というその課題に誰よりも真正面から取り組んだウォーカーは、作
家として、「変革を求める人間の潜在能力と願望に対する信頼」と、「個人が変わることと社会が変革し
ていくことの相関関係」に対する確信に基づき、その作品に、「革新的な社会変化のきわめて重要な局面」
としての「個人的内面の変化」を描きだしそうとする姿勢を貫いた（“Alice Walker” 259）。そして彼女は、
自伝的小説とも呼べる第二長編小説 Meridian において、自らの人格形成に核心的な影響を与えた公民
権運動時代を生きた黒人女性主人公の葛藤と成長を描いた。では、彼女が、Meridian の中で追い求めた、
革命における一人の運動家の「個人的内面の変化」とは、一体どのようなものだったのか。本稿では、
そのMeridianにおける、作者自身の姿が投影された変革運動に携わる主人公の葛藤を追うことで、ウォー
カーが追究した社会変革者としての一人の黒人女性の生の意義を見出してみたい。これを明らかにする
ことにより、ウォーカーにおける 1970 年代の発想が、現社会で依然学ぶべきものであることを示した
いと思う。
第一章：ウォーカーの革命家像―“Flawed Revolutionary”
彼女は、自らが青春時代を捧げた公民権運動に誰よりも真正面から向き合い、作品に描き出した作家
であった（Hendrickson 112）。60 年代の公民権運動を戦った一人の黒人女性の葛藤と成長を描いた彼女
の第二長編小説 Meridian は、作品のタイトルともなっている若き黒人女性メリディアン・ヒル（Meridian 
Hill）が、南部の田舎町で育った、人種問題や社会変革には無知な一人の少女から、公民権運動に携わ
る中で、革命家として、また一人の人間として精神的成長を遂げる姿を描いている。
ウォーカーは、メリディアンという人物の着想について次のように述べている。
I think it started when I became aware that the very brave and amazing people whom I knew in the civil rights 
movement were often incredibly flawed, and in a way, it was these flaws that both propelled them and “struck” 
them. I mean they were often stricken because of their flaws which at the same time kept them going…. （Black 
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Women 184）
この一節は、彼女が公民権運動に見出した活動家の理想像が、“incredibly flawed” という、一般に想
像されやすい英雄的な革命家像とは全く対照をなすものであることを示している。彼女にとってあるべ
き革命家の姿とは、“flaw” を抱える決定的に不完全な人間なのである。更に、この小説は、その生い立
ちや公民権運動の中での経験など、ウォーカー自身の人生と極めて酷似する自伝的小説と捉えられるが、
彼女はこの作品の自伝的性格について、以下のように述べている。
Meridian is entirely better than I am, for one thing. She is an exemplary person; she is an exemplary, flawed 
revolutionary because it seems to me that the revolutionary worth following is one who is flawed. When I was 
talking about the flaw before I didn’t mean that it made these people less worthy of fallowing. It made them 
more worthy of following.”（Black Women 184）
「書くことは生きること」であると語るウォーカーは、「執筆するときは自分のモデルとなるような人
物をかこうとする」（185）と述べているが、メリディアンの姿とは、作家であり活動家であるウォーカー
自身の実態像以上に、まさに彼女の理想の社会変革者像を提示しているのだ。そして、彼女によれば、
その社会活動家の理想像の本質は、究極的には “flawed” であることに達成されるというのである。
しかし、そこにある姿は、自らを脅かす迫害に対する自由と尊厳の獲得に向けた革命運動という挑戦
の中で、自らの正統性や完全性を主張するという方向で自己の確立を目指すという変革者とは、真逆の
肖像である。革命とは、決して完全で英雄的な姿ではなく、不完全で瑕疵のある状態だと彼女は言う。
そして、彼らはその “flaw” によって、打ちのめされ、同時に動かされているのである。“flaw” という、
彼女が描く革命家の本質的な有様とは、自らの不完全さによって引き裂かれながらも、突き動かされる
という、葛藤状態そのものであると言える。では一体、メリディアンを “strike” し続けながらも “keep 
her going” する源となっているその “flaw” とは、そしてその “flaw” による葛藤とは、一体どのようなも
のなのであろうか。
第二章　革命家メリディアンの形成―メリディアンの葛藤
1.「女」であるがゆえの葛藤
主人公メリディアンが、公民権運動に関わるうえで直面することになった葛藤は、二つに大別するこ
とができる。それは、革命家として自己実現を遂げようとする過程で、女であるがゆえに担わされた葛
藤と、さらに革命運動の中で向き合った「革命のための暴力の行使」についての葛藤である。
まずは、女であるがゆえ彼女が背負うことになった、メリディアンの根源的葛藤について検討する。
彼女という人間を形作る根源的な矛盾と苦悩、それは、運動に身を投じるため、自らの子を手放したこ
とに対する、女としての罪の意識であった。
メリディアンは、歴史の教師をしていた知的で実直な父親と、結婚を機に自らの人生がある種死を迎
えたと感じ、今は子供だけのために生きているという自覚のある、元教師で敬虔なクリスチャンの母親
との間に生まれた。南部ジョージアの片田舎に育った彼女は、黒人運動や社会変革とは無縁の少女時
代を過ごし、性的にも全く無知であったがゆえに、17 歳の時に、当時付き合っていたエディー（Eddy）
という男性との間に予期せずに子供が生まれ、高校を中退して家庭に入ることになる。しかし、彼女は、
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望まぬ妊娠により生まれた子供に愛情を感じることができず、夫の精神的凡庸さにも言いようのない焦
燥を感じるようになり、結婚生活に次第に絶望してゆく。その矢先、たまたま北部から彼女の住む町に
やってきていた「選挙登録運動」に出会い、激しい衝撃を受けた彼女は、以後その社会運動に自らの生
の意義を見出してゆくことになる。
そんな時、偶然にもメリディアンはその優秀さが評価され、援助を受けてアトランタのカレッジへ進
学できる機会を得ることになる。果たして彼女は、運動に身をささげるため、自分の子を手放し、アト
ランタへ行く道を選ぶのである。しかし、その後社会運動へ身を投じ、自己実現の道を追求しようとす
るメリディアンは、自らの予想に反して、この行為によって背負うことになった激しい罪の意識に、そ
の後永久的に苛まれ続けることになる。彼女の苦悩とは、長い奴隷制の時代に、命がけで子供を守り育
ててきた「黒人の母たち」の歴史に対する、決して贖うことのできない、恐怖とも言えるほどの罪の意
識であった。彼女は、自分は黒人女性の “maternal history”（87）から隔絶された、先例のない、ただ一人の、
そして価値のない少数者であるという自責の念に駆られる。そしてメリディアンは、“the voice that said 
terrible things about her lack of value”（88）という、憎しみ満ちた、「彼女自身の声」に苛まれてゆくよう
になる。しかし彼女は、同時に、そんな罪悪感を抱えるが故に、自らの「黒人の母たち」にそのような
人生を強いてきた歴史を変革する運動に身を投じることで、自らの罪を償おうとする。そのため、彼女
は更に深く、運動へ没頭してゆくことになるのだ。
この作品をフェミニズム的観点から見ると、彼女が、運動に関わるために子どもを手放したことで、
母たちの歴史に対して追った罪の意識と、奴隷制時代から続く抑圧の中で、自己の望む人生を求めると
いう選択の余地のなかった母たち黒人の歴史の、その変革に対する運動へ関わろうとすることで逆に自
らの罪を贖罪しようとするこの葛藤は、本作品で彼女が担わされることになった最も重要な葛藤である
と言えるだろう。彼女は、黒人の歴史と、社会に求められる女性としての役割に罪を追いながらも、変
革への意識に目覚め、運動に身を捧げてゆく。しかしここで注目したいのは、この罪の意識が革命家と
しての彼女の形成に与えた影響である。
ある研究者は、彼女の罪の意識を、自己の内に「黒人の母たち」という「他者」を内包し、その声に
告発される状態だと述べている。（加藤 40）メリディアンは、変革運動への参加という自己実現の過程
で、女であるがゆえ、根源的にこの罪の意識、つまり葛藤を背負わされることになった。ここで、彼女
はすでに、自己の内に他者（の声による告発）という矛盾を包含していることになると言える。そして、
「自分のなかに他者を抱擁するということは、自分の外の他者にたいする共感や責任感の根源」（41）と
なり、この罪の意識と葛藤は、彼女に短絡的な自己正当化の道を排除し、あらゆる葛藤を葛藤のまま自
己の身に引き受けてゆこうとするメリディアンの革命家としての姿を形作ってゆく。更に彼女のその葛
藤は、革命という社会変革運動の中で、いかに「他者排除の力学」の再生産を免れ、また、それぞれの
「個」の尊厳の獲得と、他者という差異の受容とを両立させ、差異の共存によって生み出される「共同体」
をいかにして実現するかという課題に向けて、彼女を真の革命家たらしめてゆくのである。
2.「革命家」としての葛藤―革命のための暴力
女であるが故、自己実現の過程で根本的な葛藤を抱えることになったメリディアンが、革命運動に携
わる中で、更に向き合うことになったのが、「革命のための暴力」、という命題であった。それは、公民
権運動という非暴力的な抵抗運動から次第に武力闘争へと展開してゆく時代の趨勢の中で、革命のため
にもあくまで「暴力」を使うことに踏み切ることができない自分自身に対する、「革命家」としての苦
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悩であった。
メリディアンは、ニューヨークの大学で、暴力的な報復思想に傾倒する革命的な学生運動に関わる
ことになる。しかし、このグループに入るには、「革命のために進んで死ぬことができるか」、そして
「革命のためには殺すことができるか」という二つの問いに積極的にイエスと答えられなくてはならな
かった。しかし、メリディアンは、「革命のためには死ねる」と躊躇なく言えても、「革命のためには
殺すことができる」とは、どうしても言うことができなかった。彼女は、“Something’s missing in me. 
Something’s missing! ...Something the old folks with their hymns and proverbs forgot to put in! What is it? What? 
What?”（14）（わたしには何かが欠けているのよ。何かが見当たらないのよ！…年寄りたちが歌やいい
伝えにいれるのを忘れたことが！それは何なの？なに？なに？）と激しく煩悶する。しかし、メリディ
アンは最後まで「殺せる」と言い切ることができず、殺せなければならない革命家としての責任感と、
革命のためであっても殺すことはできないという感情の間で、激しく苦悶し続けるのだった。そしてそ
んな彼女が最終的に選んだ道は、武力闘争を辞さない社会変革を目指す時代の流れに背を向けて、南部
の民衆のもとへ戻り、今ではもう時代遅れとなった選挙運動を、たった一人、地道に担ってゆくという
道だった。
革命家として葛藤する彼女が、最終的に行き着いた結論について、メリディアンは次のように語る。
I am not yet at the point of being able to kill anyone myself, nor―except for the false urgings that come to 
me in periods of grief and rage―will I ever be. I am a failure then, as the kind of revolutionary…（205）（私
は、今はまだ自分で誰かを殺せるという域には達していないし、これからも、悲しみや怒りで一時
的な衝動に駆られる場合をのぞいて、そこまで到達することはないだろう。それならば私は、…革
命家としては失格者なのだ。）
そして、彼女は、自分のこれまでの相克と自らの存在意義について、物語の終盤で次のように結論付
ける。
It was this, Meridian thought, I have not wanted to face, this that has caused me to suffer: I am not belong 
to the future. I am to be left, listening to the old music, beside the highway. But then, she thought, perhaps 
it will be my part to walk behind the real revolutionaries―those who know they must spill blood in order to 
help the poor and the black and therefore go right ahead―and when they stop to wash off the blood and find 
their throats too choked with the smell of murdered flesh to sing, I will come forward and sing from memory 
songs they will need once more to hear. For it is the song of the people, transformed by the experience of each 
generation, that holds them together, and if any part of it is lost the people suffer and are without soul. If I can 
only do that, my role will not have been a useless one after all.（205-206）（これだったのだ、とメリディ
アンは思った、私が直面したくなかったことは、私を苦しめてきたことは。わたしは未来に属して
いないということ。わたしはいつも取り残され、新しい大通りのそばで昔の音楽を聴く。でもそれ
なら、と彼女は考えた。私の役目はもしかすると、本当の革命家たちの―貧しい人々や黒人たちを
助けるためには血を流さなければならないと知っていて、だからただまっすぐに突き進んでいく人
たちの―あとを歩いていくことなのかも知れない。そして彼らが立ち止まって血を洗いおとし、殺
した肉体の放つにおいに喉をつまらせてうたうことができないときに、私は前へ出て、彼らがもう
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一度聞きたいと願っている懐かしい歌をうたうのだ。それこそが、それぞれの世代の経験によって
形を変えながらも、人々をひとつにつなぐ、彼ら自身の歌だから。そのどの部分が欠けても、人々
は苦しみ、魂を失った存在になってしまう。もし私にそれができさえすれば、私の役目は結局無駄
ではなかったことになるだろう。）（286）
そうして彼女は、時代の趨勢に毒されることなく、自らの信念である非暴力主義を崩さずに、南部社
会で一人地道に選挙運動を続けてゆく。時代が暴力的革命論という徹底した自己正当化と暴力による他
者排除の道をたどる中で、「革命のために殺すことができるか」という問いの前で、メリディアンだけが、
周囲の強圧にも屈せず、自己の内面に誠実に、ただ一人、真摯に向き合い続けたのだった。そして彼女
は、自らの弱さをありのまま受け入れ、自己の内にその相克を内包しながら、葛藤を背負って生きてゆ
く決意をする。それこそが、自らを虐げる差別と迫害への抵抗という革命運動の中で、彼女が到達した
社会変革者のあるべき姿であり、彼女が見出した自らの生の意義だった。「殺せる」という誓いを立て
ることを強要しようとする仲間たちの前で、メリディアンの中の何かがどうしてもそれを踏み切らせな
かった時、彼女は、「自分が過去の何かにこだわっているのではなくて、過去の何かからしっかりと掴
まえられているのだと感じていた」。彼女をして、その問いの前で立ち止まらせ、「みんなが吹っきって
しまった」（28）一線を最後まで決して踏み越えさせなかったのは、彼女が内に抱えたほかならぬ「他者」
の声だったである。そして物語は、時代の流れに背を向け決して日のあたる場所にはいない彼女のその
強い信念が、以後周囲の人間にも確実に引き継がれてゆくであろうことを暗示させて、結末を迎える。
第三章　ウォーカーの葛藤―自伝的小説『Meridian』の意義
この『メリディアン』という作品で描かれた、公民権運動を葛藤の中で生きた一人の女性革命家の姿
とは、作者、ウォーカー自身の姿でもあった。メリディアンの女としての苦悩、そして革命家としての
葛藤という、自己の矛盾とその戦いは、作者自身の、女として、作家として、そして社会活動家として
の懊悩だったのである。
1. 作家アリス・ウォーカーの誕生―「女」であるがゆえの孤独
ウォーカーは 8 歳の時に、兄の悪ふざけによって右目を失明する事故にあってしまう。肉体的・精神
的な痛みを受けるとともに、その後顔に残った傷跡によって自らの容姿を醜いと感じるようになった彼
女は、それ以来自らの内に深い孤独を見つめるようになる。この事件によって背負った孤独と苦しみか
ら、作家アリス・ウォーカーは生まれた。
更に、ウォーカーは、大学時代に予期せぬ妊娠をし、その時絶望感と罪の意識から、強く自殺を考え
る。しかし、ぎりぎりまで追い詰められたころで、運よく中絶の機会を得て、何とか死を免れたのだった。
この経験から、「女は、その身体ゆえにいかに孤独であるかということ」（『母の庭』44）を知った、と
彼女はエッセイに記している。同時に、この時の経験から、ウォーカーは多くの詩を生み出した。彼女
は、「私にとって詩を書くことは、前の晩に自殺しなかったことを世界と共に祝う方法」（『母の庭』46）
であったと語っている。この言葉に表されているように、女性として背負わされた孤独と苦痛が、作家、
社会運動家としての彼女のエネルギーの源泉となっている。
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2. 作家・活動家としての葛藤
更に、ウォーカーは、活動家として、自らの抵抗の手段である非暴力という信念についても、メリディ
アンと同じ葛藤を抱えていた。彼女は、エッセイの中で、時代がブラック・ナショナリズムという黒人
至上主義的な武力闘争に傾く中、白人に対する暴力的な報復思想や、より積極的な抵抗手段を取るべき
であるという責任感と、自身の非暴力主義との間に置かれる苦悩を語っている。ウォーカーは次のよう
に記している。
The burden of a nonviolent, pacifist philosophy in a violent, nonpacifist society caused me to feel, almost 
always, as if I had not done enough.（武力闘争が信奉される暴力的な社会の中で、非暴力、無抵抗主
義を貫くのは辛いことだった。自分はやるべきことをやっていないのではないか、という疑いにい
つも私は苦しめられた。）
更に彼女は、自身の作家としての社会的な抵抗手段について、” I questioned the value of writing at all”（私
はしばしば、書くことの意味そのものが信じられなくなった）と語っている（『母の庭』119）。しかし、
苦悩の末に、彼女は最終的に次のような結論に至るのだ。
Unable to murder the oppressors, I was in a book-lined study and wrote about lives that persisted in seeming 
quite extraordinary to me, whatever their subjects’ situations. /In short, I could see that I felt Art was not 
enough and that my art, in particular, would probably change nothing. And yet I felt it was the privilege of my 
life to observe and “save” for the future some extraordinary lives.（In Search 226-227）（私は抑圧者たち
を殺すことができなかったので、本棚に囲まれた書斎に座ってペンを走らせた。様々な状況の中で
営まれている幾多の素晴らしい生について、私は書いた。／要するに、こういうことだ。芸術には
十分な力はないし、特に私の芸術は何一つ状況を変えはしないだろう、ということは分かっていた。
だがそれでも、幾多の素晴らしい生の姿を見つめ、それを未来のために記録に残すことは、私の生
に与えられた特権だ、と感じられたのである。）（『母の庭』120）
このように、ウォーカーの、作家として、活動家としての相克と、その先の決意は、まさに、作中の
メリディアンの葛藤と、葛藤を抱えながら自らの信念に従おうとする社会変革者としての姿と重なって
くるのである。Meridian において、特にブラック・ナショナリズムに傾倒する社会状況の中で彼女が抱
いた、「自己性の正統化」願望への無批判な追従と徹底的な「他者性の排除」の暴力構造の再生産に対
する「疑問」は、ウォーカー自身の、社会変革者としてのあるべき姿に対する内面的闘争でもあったの
である。
第四章：「自己矛盾の受容」から「共存」の可能性へ
先に記した通り、作家であり、社会活動家であるウォーカー自身は、自伝小説の主人公メリディアン
を、「自分よりはるかに優れた革命家」（“Black Women” 184）であると語っている。矛盾を抱えたまま、
その矛盾に積極的に向き合っていこうとするメリディアンの革命家像とは、その葛藤に向きあう過程か
ら、自らの活動家としての思想を形作っていったウォーカー自身が追い求めた、社会変革のための究極
の理想像であった。いわば「自己矛盾の受容」とも呼べるその思想には、あらゆる差異との共存と葛藤
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の内に共同体を生み出す根源的可能性を見出せる。そしてまさに、ウォーカーが、人種差別のみならず、
黒人女性として、自らの属する黒人社会内部の抑圧を暴きだしてゆく戦いの先に見出したのが、「人は
皆平等であると信じ」、「男女問わず、民族全体の生存とその民族性の保全のために尽力する」女たちの
連帯という、「ウーマニズム思想」であったのだ。そしてその光は、あらゆる社会構造の中で共通して
抑圧の下に置かれている女たちの人種を越えた連帯と、人間の存在に対する脅威への対抗、そして国や
民族など様々な差異を踰越した「共存」の可能性を見据えたのである。
Meridian には、痛みを伴う「自己矛盾」に積極的に向き合おうとする主人公の重層的な「自己矛盾へ
の眼差し」を通して、「自己正統化」と「他者排除の暴力」の応酬という社会構造の底辺で、その一番
の犠牲となっている個人が、社会変革のため、あえて自らの矛盾と誠実に向き合ってゆくことで、真の
社会変革を目指そうとする姿が描かれている。それこそが、徹底的な暴力構造にいかに対抗し得るかと
いう問いの答えに他ならない。歴史の醜悪な記憶や暴力の威嚇に毒されず、耳を澄まし、精誠を持って
自らの内なる声に対峙し、人々の解放に向けて戦い自己の信念に従うためには「孤立」をも恐れない勇
気を備えた彼女のそんな精神的資質こそが、逆説的に、「共存」への未来を拓くのである。
社会的成功や地位獲得への道筋を断ち切られ、物質的豊かさから隔絶されて激しい抑圧と迫害の中で
生きてきた人々が、歴史的に担わされたその重りゆえに、その下で守り、育んできた人間的・精神的領
域の豊かさと強さが、そこにはある。メリディアンのこの姿勢、そしてウォーカーのこの思想は、自己
の完全性や正当性への信奉を排斥し、自らの矛盾をみとめ、その葛藤を受け入れるという意志とその勇
気、そして、己の瑕や弱さに真摯に向き合い、自己の内に矛盾を受容できることの知性を示すと同時に、
他者という矛盾を包含し、様々な差異を踏まえてこそ成立する共同体のヴィジョンを提示しているよう
に思う。
あらゆる時代、あらゆる社会で、自己の生命や尊厳の獲得のため、「革命」という名の下に、これま
で幾度となく、多くの血が流されてきた。公民権運動から半世紀が過ぎようとしている今日、自己正統
化と他者排除の暴力の応酬は、世界の、そして身近な社会の至る所で、依然繰り返され続けている。そ
の事実に、私たちはいかに向き合うべきなのだろうか。いま、メリディアンという一人の不完全で純粋
なある黒人女性の生の姿を通して、自己の矛盾をありのまま背負い受け入れるという選択が照らし出す、
人間の尊厳の獲得方法、そしてそのような生のかたちが秘めた真の「共存」への可能性を、私たちはも
う一度、見つめ直してみたい。
＊肩書きは発表当時のものです。
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